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先日
せんじつ

、新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

拡大
かくだい

の影響
えいきょう

を受
う

けて、延
の

び延びになっていた総合
そうごう

防災
ぼうさい

訓練
くんれん

を実施
じっし

しま

した。訓練中
ちゅう

、子
こ

どもたちは真剣
しんけん

に避難
ひなん

時
じ

の約束事
やくそくごと

を守
まも

って訓練に取
と

り組
く

むことができました。子ども

たちが在校
ざいこう

時に地震
じしん

やそれに伴
ともな

う津波
つなみ

、火災
かさい

が発生
はっせい

しても安全
あんぜん

に避難できることでしょう。 

しかし、子どもが学校
がっこう

にいる間
あいだ

に災害
さいがい

に合
あ

う確率
かくりつ

は 2割
わり

ほどです。後
あと

の 8 割は、在宅
ざいたく

中か外
がい

出
しゅつ

中と

いうことになります。 

阪神
はんしん

淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

は、平成
へいせい

７年
ねん

１月
がつ

１７日
にち

午前
ごぜん

５時
じ

４６分
ぷん

、まだ多
おお

くの人
ひと

が眠
ねむ

っている時間
じかん

に発生しま

した。この地震は、淡路島
しま

北部
ほくぶ

を震源
しんげん

として発生したマグニチュード7.3の地震で、死者
ししゃ

行方
ゆくえ

不明者
ふめいしゃ

は6434

名
めい

、負傷者
ふしょうしゃ

43792名という大
だい

災害となりました。その被害
ひがい

状 況
じょうきょう

は、日本中
にほんじゅう

はもちろんのこと世界
せかい

に衝撃
しょうげき

を与
あた

えました。1月17日の防災の日
ひ

は、この災害の教訓
きょうくん

を忘
わす

れないで後世
こうせい

に残
のこ

そうと制定
せいてい

されたもので

す。 

東日本
ひがしにほん

大震災は、平成23年3月11日午後
ご ご

2時46分に発生しました。低学年
ていがくねん

は下校
げこう

途中
とちゅう

、中学
ちゅうがく

年以上
いじょう

は6時間
じかん

目
め

の授業
じゅぎょう

中の時間帯
たい

です。この地震は、宮城県
みやぎけん

沖
おき

を震源として発生したマグニチュード9.0の巨
きょ

大地震でした。死者約
やく

15899名、行方不明者2529名。津波
つなみ

により多くの命
いのち

が奪
うば

われました。 

記憶
きおく

に新
あたら

しいところで被害が大
おお

きかったのは、平成 28年 4月 14日午後 9時 26分に発生した熊本
くまもと

地

震です。子どもたちは就寝
しゅうしん

時間帯です。この地震では震度
しんど

7の地震が2回
かい

、震度6強
きょう

の地震が2回、6弱
じゃく

の地震が3回
かい

発生し、死者161名、負傷者2692名という記録
きろく

が残
のこ

っています。 

国
くに

はもちろんこと、各市
かくし

や区
く

、学校等
とう

には地震が発生した時
とき

に備えて防災計画
けいかく

が作成
さくせい

されていますが、 

大きな災害があるたびに、「想定外
そうていがい

」という言葉
ことば

を耳
みみ

にします。そして、そのたびに防災計画が見直
みなお

されて

きました。でも、また想定外のことが起
お

こる可能性
かのうせい

は高
たか

いと思
おも

われます。 

地震に備えて私
わたし

たちにできることには限
かぎ

りがありますが、やればできることもやっていないということ

はないでしょうか。地震が発生したときの火
ひ

の始末
しまつ

などの役割
やくわり

分担
ぶんたん

、家族
かぞく

がバラバラになったときに落
お

ち

合う場所
ばしょ

などについて家族で話
はな

し合い決
き

めている家
か

庭
てい

はまだ少
すく

ないようです。一旦
いったん

大きな被害
ひがい

を伴
ともな

う地

震が起こってしまうと携帯
けいたい

電話
でんわ

は役
やく

に立
たた

たなくなってしまいます。普段
ふだん

から定期
ていき

的
てき

に防災について話題
わだい

に

し、非常
ひじょう

時の行動
こうどう

や約束事
やくそくごと

を確認
かくにん

しておくことが大切
たいせつ

です。 

この機会
きかい

に、地震発生時の役割分担（火の始末等）、はぐれた場合の集合
しゅうごう

場所、近隣
きんりん

の危険
きけん

箇所
かしょ

等を決

めたり再
さい

確認したりしてはいかがでしょう。 

備えあれば憂いなしです。 

 


